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写真：撮影者の記述のないものは、谷中のこ屋根会メンバー撮
影



岩崎・渡辺コレクション
（岩崎 輝弥・渡辺四郎が
カメラマン小川一真を雇い撮影したもの）

渡辺四郎
千代田リボン製織所経営



渡辺四郎父；渡辺治右衛門
1872－1930 明治-昭和時代前期の銀行家

東京第二十七国立銀行,あかぢ銀行などを経営。
大正9年二十七銀行を東京渡辺銀行と改称。関東大震災後,
経営が悪化。
昭和2年3月14日片岡直温蔵相の
衆議院予算委員会での渡辺銀行破綻の
失言を契機に渡辺・あかぢ両銀行は休
業となり,これが金融恐慌の発端となる

1927（昭2年）
工場長の青木道三の仲介で
鈴木哲が買い取り、
千代田リボン製織所名で創業



リボン工場の沿革

・1894年（明治27） 岩橋リボン製織所設立（初めて国産リボンを生産）

・1907年（明治40） 三井系が買収し、東京リボン製織（株）設立

＊技師として渡辺四郎、鈴木哲が入社

・1910年（明治43） 渡辺四郎社長となり、千代田リボン製織（株）設立

＊数年にわたり欧米で織物を視察・研究

・1921年（大正10） 渡辺四郎死去（40歳） 経営は渡辺財閥が継承

・1927年（昭和2） 金融恐慌により渡辺財閥崩壊。鈴木哲が社長となり

千代田リボン製織所設立。

・1966年（昭和41） リボンの生産終了。工場は旭プロセス製版に譲渡。

・2013年（平成25） のこぎり屋根工場解体 5



リボン工場の鋸屋根部材
（2連分）

明治期の繊維文献
（洋書）

リボンの見本帖
リボンの商品現品

台東区谷中の明治期からの元リボン工場が2013年解体

谷中のこ屋根会

に寄贈される



• 講義ノート

• 洋書を中心とした文献

• リボンの見本帳

渡辺四郎コレクション

渡辺四郎
東京高等工業学校
時代と推定

No.６ ２０



７３冊の洋書を中心とした繊維産業文献

玉川寛治氏作成

２２



玉川寛治氏ギャラリートーク資料より

渡辺四郎が収集した原書の技術図書では、個人の収集とし
ては、日本で最大規模のように思われる。

リボン製造業を、日本で立ち上げ成功させようとした、渡
辺一族と渡辺四郎の努力の跡を研究することは、日本の産
業革命の研究にとって重要な一部分となるに違いないと、
考えている。



リボンの見本帳
№16

リボンの見本帳の保存状
態も良く、当初の色彩を
保っているものも多い
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B16-05

２５



当時のリボンは印刷・写真の役割もあった

パリ万博の土産品？

写真撮影；縣章彦２６



写真撮影；縣章彦 ２７



千代田リボン製織（所）見本帳・商品
残



時代は昭和初期と推定
写真撮影；縣章彦 ３０



谷中のこ屋根会の目標
• 第２条 （目 的）

• 本会は、東京でも優れた歴史性を持つ谷中の、上野台地と本
郷台地に挟まれた低地にあった、明治43年に織物のリボン工
場(旭プロセス製版)の解体に際し、近代織物工場の典型である
のこぎり状の屋根構造の部材の一部を保存し、旧谷田川（藍
染川）沿いの歴史性を活かした商店や町並みの原資料として、
この町での活用を目指すことを目的とする。同時に、文京
区・台東区・荒川区などで、歴史ある建物の保存・活用をめ
ざす方々と連携し、開発だけに依らない、暮らして楽しい町
への模索と実践を目的とする。

のこぎり屋根の部材や資料について
①現地での保存・活用（×） → ②地域での保存・活用

→ ③博物資料的保存・活用

「なにより、
東京の中心地での、ものづくり（製造業）の
記録を残したい」
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１－１ 既知の情報

リボン見本帳内のメモやその他文献に記述された工場設備や操業を
知るものは、以下程度であった。

・明治30(1897)年；製織記録で最も古い

・第十二号機；織機番号の最大（以上見本帳メモ）

・明治17（1884）年8月岩橋リボンがドイツからの多条式の

巨大な力織機14台を輸入。我が国初の動力織機によるリボ

ン製造。製織機は薄いリボンのため特殊な機構を持ち、

耳の不揃いを防ぐため、杼はラック（軌道）の歯車仕掛で

静かに往復する。緯 (横)糸は、金弓装置の杼のスプリン

グで伸縮調整。 多条式力織機なため、スチール製機台必須

・明治34（1901）年ドイツ・ルードルフ社へ複雑な模様髪掛

リボンの織れる織機（5,6丁杼）発注



この程度の
伝票

しかも昭和
前期のみ



千代田リボン製織所の一部（昭和初期？）
東京織物製造同業組合編『東京織物製造同業組合沿革史』（東京織物製造同業組合1944 年）

３２



工場数 生産量
ｸﾞﾛｽ

売 価
円

1ｸﾞﾛｽの平均価格

１ 2392 3570 約1.5円

「私設ノ工場ノ二 リボン工場数１ 原動力ヺ用イル、職工など30人」とあ
り、生産量等は以下である。

約420万個の帽子用と 男性人口の約３０％

１－２ 東京府工業統計
1903 (明治36)年統計のみにリボンの項が存在する。

表1 明治36(1903)年のリボン生産量



表2 リボン工場の賃銭など

明治36年
業種別
賃銭比較

工場数 男 女

軒
14歳
以上

14歳
未満

14歳
以上

14歳
未満

莫大小（ﾒﾘﾔｽ） 8 510 290 130 130

毛織物 8 480 260 - 150

リボン 1 460 220 - 130

帽子 3 420 290 - -

綿糸 4 380 230 - -

綿織物 9 280 170 - 80

絹織物 32 260 220 70 50

単位；銭



東京家政大学同窓会誌 昭和6年
３３

１－３ 千代田リボン見学記



１－４ 工場配置図

明治41年
の記述



明治・大正の地図にも記載されているリボン工場
（「東京時層地図」より）
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年代不明



谷中のこぎり屋根工場 2008年の実測調査
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１－５ 終業時の記録

戦後
昭和27年開業～昭和44年廃業



２．地域産業遺産の保存活動

２－１ 社会一般への広報活動

２－２ 大学博物館への出展

２－３ 行政や地域、

社会への広報活動

２－４ 専門職への働きかけ



２－１ 社会一般への広報活動

左上；しんぶん赤旗
2016/10/10

右上；マミフラワー「ライフ」
2017/1＆2月号

左下；新潮社「考える人」
2017年春号



２－２ 大学博物館への出展

東京家政大学博物館
特別展
2017年秋



1回目 谷中のこ屋根展
～藍染川ファクトリーライフ～

部材のみの展覧会

２－３ 行政や地域、社会への広報活動

当時区議現台東区長
服部いくお氏熱く
「保存の重要性」を

語る

高山医療機器製作
所 高山社長



2回目 谷中のこ屋根展
直前にリボン見本帳などの譲渡を受ける



部材の保存から3年、そして資料の譲
渡から2年。ようやく全貌が明らかにな
りつつある。19世紀から20世にかけて

織られた膨大なリボンと、製糸・製織・
染色の資料は、個人としては国内唯
一・最大の渡辺四郎コレクション。この
町の記録を、町の人に見てもらう。

3回目
谷中とリボンとある男展
リボン見本帳・書籍中心



学会誌も販売

会場風景



会場風景



フランス・ルーベ博物館（写真提供石田正治氏）

木製リボン織機(1884年)
サンティチェンヌ（仏）製
一度に１２本のリボンを製織

ジャカート部



２－４ 専門職への働きかけ

新井正直さんと

群馬県繊維工業試験場



３．これまでの到達点



服部台東区長夫人

2018・1・29プレート除幕式

千代田リボン商品残
（昭和初期と推定）



産業行程を目的に、あるいはそれにより作られた
記録、人為的工作物、地質的層序、建造物、人間
の居住地、自然景観、都市景観など、有形、無形
のすべての証拠を研究する学問

（国際産業遺産保存委員会（TICCIH）の定義）

アマチュアの役割（p191）

1960年～イギリス
地域への愛着からの官民など相互連
携

アマチュアとは、専門家と一般の
人々の中間、両者の触媒の役割



サンテチエンヌ市エンブレムリボン

写真撮影；縣章彦

大統領名
1898年（明治31年）

武器

鉱山

リボン織機

蒸気機関

幅235×長さ630ｍｍ

産業考古学会に深謝いたします！


